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坂
口
寛
敏

Painted History

循
環
変
化
す
る
世
界
に
つ
な
ぐ
ド
ゥ
ロ
ー
イ
ン
グ

画
家
た
ち
の
美
術
史

1972年、谷川岳一の倉沢の衝立岩にて。全学集
会でアカデミズムを糾弾したヘルメットは、芸大
山岳部の登攀でも必需品だった

鷹
見
明
彦
＝
文

増
田
智
泰
＝
写
真﹇
＊
印
﹈

東
京
芸
術
大
学
上
野
校
の
絵
画
棟
七

階
。
研
究
室
の
窓
下
に
は
、
新
緑
の
樹
海

が
広
が
っ
て
い
た
。
白
い
キ
ャ
ン
バ
ス
の
画

面
一
杯
に
描
か
れ
た
ド
ゥ
ロ
ー
イ
ン
グ
。

光
が
充
ち
た
窓
辺
に
は
、
そ
の
か
た
ち
の

モ
デ
ル
や
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
素
材
の

一
部
に
な
る
マ
ケ
ッ
ト
や
水
草
、
カ
タ
ツ

ム
リ
の
殻
な
ど
を
収
め
た
皿
や
容
器
が

並
ん
で
い
る
。

ガ
ラ
ス
の
む
こ
う
の
世
界
と
も
響
鳴
す

る
線
を
描
く
、
面
立
ち
と
長
躯
が
ど
こ
か

百
済
観
音
に
も
似
た
画
家
は
、
福
岡
で
生

ま
れ
育
っ
た
。
父
は
、
書
家
だ
っ
た
が
、
習

字
作
法
を
好
ま
ず
魚
採
り
や
昆
虫
採
集
、

お
絵
描
き
に
夢
中
な
ひ
と
り
息
子
に
理

解
を
示
し
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
知
人
の
東

京
美
校
を
出
た
画
家
の
ア
ト
リ
エ
に
通
わ

せ
た
。
油
絵
を
は
じ
め
た
の
は
、
中
学
生

の
時
だ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
の
半
ば
、

少
年
は
同
郷
の
坂
本
繁
二
郎
や
久
留
米

の
石
橋
美
術
館
の
近
代
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
画
家
へ
の
夢
を
広
げ
て
い
っ
た
。「
繁
二

郎
の
絵
か
ら
は
、
物
を
観
る
こ
と
と
描
く

こ
と
の
関
係
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
」。

大
正
、
昭
和
初
期
の
洋
画
を
担
っ
た
和

1982

二つの赤いしみ 2 1982 厚紙にアクリル絵
具、パステル絵具、砂　71×51cm

「ドイツでは、素描（ドゥローイング）が
作家の考え方を端的にあらわす
自立した表現であることを知りました」
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い
と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
」。

《
二
つ
の
赤
い
し
み

2
》（
一
九
八
二
）は
、

素
描
の
習
作
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
を

用
い
て
、
よ
り
直
接
的
な
絵
画
表
現
と
し

て
の
ド
ゥ
ロ
ー
イ
ン
グ
を
模
索
し
た
ド
イ

ツ
で
の
作
品
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
は
、
山
登
り

も
し
た
が
、
二
年
間
は
ド
イ
ツ
語
を
学
ん

で
日
本
語
の
世
界
を
断
ち
、
そ
れ
か
ら
デ

ッ
サ
ン
を
根
本
か
ら
見
直
す
作
業
に
取
り

組
ん
だ
。
日
本
で
は
受
験
を
含
め
て
明

治
以
来
、
明
暗
の
調
子
に
よ
っ
て
形
体
を

描
く
デ
ッ
サ
ン
が
規
範
と
な
っ
て
き
た
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
三
次
元
の
存
在
を
二
次

元
の
平
面
に
表
現
す
る
記
述
法
と
し
て
、

線
に
よ
る
デ
ッ
サ
ン
が
、
絵
画
に
限
ら
ず

建
築
や
解
剖
学
な
ど
汎ひ
ろ

い
分
野
で
行
わ

れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
ア
ル
テ
・
ピ
ナ

コ
テ
ー
ク
や
国
立
版
画
素
描
館
な
ど
に

は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
か
ら
ク
レ
ー
、
カ
ン
デ
ィ

ン
ス
キ
ー
に
至
る
素
描
や
版
画
が
多
く
収

集
さ
れ
て
い
て
、
い
つ
で
も
閲
覧
で
き
た
。

ま
た
六
〇
年
代
か
ら
盛
り
返
し
て
き
た

ド
イ
ツ
の
現
代
美
術
で
は
、
ボ
イ
ス
の
作

品
を
は
じ
め
と
し
て
ド
ゥ
ロ
ー
イ
ン
グ
が

下
絵
で
な
く
自
立
し
た
表
現
と
し
て
重

視
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

「線は、ひねりながら描いていきます。

蔓や茎が捻れながら延び拡がっていくように。

手も身体もいっしょに

ぐるぐる回りながら」

1988

アトリエの一隅には、カタツムリの
殻、大理石粉、木片……素材やモ
ティーフになるアイテムが整然と収
納されている ＊

田
三
造
や
児
島
善
三
郎
の
母
校
、
修し
ゅ
う

猷ゆ
う

館か
ん

高
校
で
は
美
術
部
に
属
し
、
毎
夏
当
時

芸
大
が
行
っ
て
い
た
夏
期
公
開
講
座
に
上

京
し
て
、
ア
ト
リ
エ
で
裸
婦
を
描
い
た
。

浪
人
し
て
通
っ
た
す
い
ど
ー
ば
た
予
備
校

で
は
、
石
膏
デ
ッ
サ
ン
を
画
面
の
下
か
ら

上
へ
完
璧
に
描
い
て
い
く
受
講
生
に
カ
ル

チ
ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
一
年
間
、

石
膏
デ
ッ
サ
ン
に
取
り
組
み
、
無
事
合
格
。

一
九
六
九
年
、
学
生
運
動
ま
っ
盛
り
の
時

期
だ
っ
た
。「
卒
業
制
作
は
人
物
画
と
か
、

四
年
生
ま
で
は
展
覧
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
に

出
せ
な
い
と
い
っ
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
制
度

や
文
部
省
と
当
局
の
癒
着
に
対
し
て
、
大

浦
食
堂
前
で
全
学
集
会
を
開
い
て
糾
弾

し
、
デ
モ
に
も
行
き
ま
し
た
」。

―
―
外
界
の
再
現
の
た
め
に
奴
隷
と
化
し

た
目
と
手
は
、
私
の
内
面
に
そ
の
解
放
を

訴
え
た
…
…
。（
ノ
ー
ト
よ
り
）

自
己
批
判
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
解
放
」

へ
の
道
の
り
は
、
遠
く
険
し
か
っ
た
。
そ

の
こ
ろ
教
官
と
な
っ
て
改
革
を
先
導
し
て

い
た
野
見
山
暁
治
の
教
室
に
入
り
、
山
岳

部
で
は
、
北
ア
ル
プ
ス
や
南
ア
ル
プ
ス
を

よ
く
登と
う

攀は
ん

し
た
。
作
品
は
、
エ
ル
ン
ス
ト

な
ど
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
絵
画
の
影
響
を

受
け
て
、
動
物
と
人
間
が
合
体
し
た
イ
メ

ー
ジ
を
描
い
て
い
た
。
大
学
院
を
修
了
後

は
、
七
六
年
か
ら
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
留
学
し

た
。

「
日
本
か
ら
離
れ
た
く
て
、
ド
イ
ツ
を
撰え
ら

ん
だ
の
は
、
同
じ
敗
戦
国
だ
っ
た
の
と
、

南
国
育
ち
と
し
て
北
方
の
文
化
に
惹
か

れ
た
こ
と
や
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
は
ア
ル
プ
ス
が
近

2002

水-循環-器（地球） 1989―　白州・夏・フェス
ティバル（山梨県）でのインスタレーション

「つくる際に関わったすべての物との関係性を統合して、

併存させる方法はないかと探っていたんです」

for Dragon of Giovanni Figino 1. 麻布に白亜地、油彩、アクリル絵具、チョーク、墨汁　2002 259×154cm
Door No.1-201-1 木炭、アクリル絵具、アングル紙、綿布、ビニル　238×423×236cm
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い
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併存させる方法はないかと探っていたんです」

for Dragon of Giovanni Figino 1. 麻布に白亜地、油彩、アクリル絵具、チョーク、墨汁　2002 259×154cm
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さかぐち･ひろとし 1949年福岡
県生まれ。75年東京芸術大学大学
院美術研究課修士課程（油画）修了。
76年ミュンヘン（西独［当時］）にわた
り、83年バイエルン州立ミュンヘ
ン美術アカデミー絵画科卒業（Y・ラ
イプカ教授のもとでマイスターシューラ
ー取得）。2003年より東京芸術大
学美術学部（油画）教授。おもな個
展として83年カーム市立ギャラリー
（西独）、85年ギャラリーセンターポ
イント、88年ヒルサイドギャラリー、
89年東京ドイツ文化会館、91年調
布画廊、93年村松画廊、95年ギャ
ラリーαM、02年表参道画廊、03
年ギャラリーGANなど。またグルー
プ展として、89年 ｢白州・夏・フェ
スティバル'89｣（山梨）、90年「渋川
現代彫刻トリエンナーレ」（群馬）、
91年「多摩川野外美術展」（東京）、
94年「ファーレ立川アートプロジェ
クト」（東京）、96年「ハンブルグ現
代日本美術展」（ハンブルグ市立カン
プナーゲル・Ｋ3［独］）、2000年「越後
妻有トリエンナーレ」（新潟・長野）、
02年「つやま芸術祭」（岡山）など多
数に出品。

イ
ン
グ
概
念
の
実
践
で
あ
り
、『
空
間
の
な

か
の
ド
ゥ
ロ
ー
イ
ン
グ
』な
ん
で
す
」。

《fo
r

D
rago

n
o
f

G
io

van
n
i
Figin

o

1.

》（
二
〇
〇
二
）は
、
白
亜
地
に
し
た
麻
布

に
チ
ュ
ー
ブ
の
墨
汁
や
チ
ョ
ー
ク
で
線
描

し
、
油
彩
と
ア
ク
リ
ル
で
着
彩
し
た
大
作
。

坂
口
の
作
品
に
繰
り
返
し
あ
ら
わ
れ
る

渦
巻
き
や
螺
旋
、
紡
錘
形
と
い
っ
た
生
成

と
循
環
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ
に
沿
っ
た

か
た
ち
が
、
自
在
な
ゆ
ら
ぎ
と
ざ
わ
め
き

の
場
を
く
り
展
い
て
い
る
。「
何
も
な
い
と

思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
原
初
的
な
発
生
が
は

じ
ま
る
状
態
…
…
。
創
造
と
は
、
無
か
ら

有
そ
し
て
再
び
無
へ
と
循
環
す
る
世
界
の

プ
ロ
セ
ス
に
自
分
を
つ
な
げ
て
い
く
行
為

だ
と
お
も
い
ま
す
」。

気
が
つ
く
と
、
白
日
の
空
に
オ
ゾ
ン
の

靄
を
浸
潤
さ
せ
て
い
る
上
野
の
杜
の
茂
み

と
ド
ゥ
ロ
ー
イ
ン
グ
の
渦
が
絡
み
は
じ
め

て
い
る
。
岩
壁
や
洞
窟
の
肌
に
描
き
は
じ

め
た
猿
人
の
祖
先
か
ら
分
岐
す
る
う
ち

に
、
ど
こ
か
で
ヒ
ト
は
、
ク
レ
ヴ
ァ
ス
に
迷

い
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
…
…
。
線
と
い

う
ザ
イ
ル
と
と
も
に
絵
の
原
理
を
訊
ね
行

く
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
果
て
は
な
い
。

◎
た
か
み
・
あ
き
ひ
こ
﹇
美
術
評
論
家
﹈

八
四
年
、
家
族
と
と
も
に
八
年
間
に
及

ん
だ
ド
イ
ツ
留
学
を
終
え
て
、
福
岡
に
帰

っ
た
。
二
年
後
、
母
校
の
非
常
勤
講
師
と

な
っ
て
上
京
し
た
。《D

o
o
r

N
o
.1-201-

1

》（
一
九
八
八
）は
、
当
時
使
っ
て
い
た
芸
大

の
ア
ト
リ
エ
の
部
屋
番
号
が
タ
イ
ト
ル
に

な
っ
て
い
る
。
綿
布
や
紙
、
ビ
ニ
ル
と
い
っ

た
素
材
が
、
描
か
れ
た
り
塗
ら
れ
た
り
滲

み
を
付
け
ら
れ
て
支
持
体
へ
と
変
容
す
る

際
が
、
床
や
壁
と
い
う
現
実
の
空
間
と
の

関
わ
り
に
探
ら
れ
て
い
る
。「
絵
が
生
ま
れ

で
る
空
間
と
は
何
か
、
ど
う
や
っ
た
ら
絵

が
成
立
す
る
か
と
い
う
場
の
状
況
と
領
域

を
思
考
し
た
過
程
す
べ
て
を
統
合
し
て
示

す
方
法
は
な
い
か
と
」。

こ
う
し
た
ド
ゥ
ロ
ー
イ
ン
グ
の
作
品
と

と
も
に
、
山
梨
県
白
州
町
の
野
外
展
で
制

作
し
た
、
廃
車
を
山
林
に
入
れ
て
ビ
ニ

ル
・
ホ
ー
ス
で
水
を
循
環
さ
せ
苔
を
培
養

す
る
試
み
を
は
じ
め
と
し
て
、
榛
名
山
麓

の
公
園
、
多
摩
川
と
場
所
を
変
え
て
つ
く

ら
れ
た
野
外
作
品
は
、
場
の
特
性
を
よ
く

構
造
に
織
り
込
ん
で
、
す
ぐ
れ
た
ア
ー
ス

ワ
ー
ク
の
つ
く
り
手
と
し
て
の
評
価
を
高

め
た
。

「
野
外
作
品
も
、
拡
張
さ
れ
た
ド
ゥ
ロ
ー

芸大絵画棟7階アトリエの窓からは、上野の森が見わたせる。窓辺には、マケットをのせた皿や水槽が
静かに光を浴びていた　＊




